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特
集
〉
国
語
教
育
に
お
け
る
「
読
む
」
|
研
究
員
践
の
可
能
性
を
ひ
ら
く
石
頭
城
に
よ
せ
る
潮
|
|
劉
再
錫
「
石
頭
城
」
詩
の
解
を
め
ぐ
っ
て
|
|
は
じ
め
に
中
世
居
期
の
詩
人
、
劉
馬
錫
(
七
主
丁
八
四
二
)
に
「
石
頭
城
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
金
陵
五
題
」
と
い
う
連
作
五
首
の
第
一
首
で
あ
り
、
そ
の
承
句
「
潮
打
空
城
円
以
実
回
」
が
白
居
易
の
絶
賛
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
(作
者
の
自
序
)
有
名
な
作
品
で
あ
る
。
先
頃
、
あ
る
と
こ
ろ
で
こ
の
詩
に
つ
い
て
話
す
一機
会
が
あ
り
、
そ
の
様
十
備
を
し
て
い
て
前
記
の
句
の
解
釈
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
そ
の
考
え
を
ま
と
め
な
お
し
て
お
き
た
い
。
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
詩
の
本
文
を
示
し
て
お
こ
う
。
田
1場
穂、
口
な
お
、
文
字
は
常
用
の
字
体
を
用
い
た
石
頭
城
山
四
故
国
周
遭
在
潮
打
空
城
寂
莫
回
准
水
東
辺
旧
時
月
夜
深
還
過
女
給
来
(以
下
同
じ
)
。
山
は
故
国
を
闘
ん
で
周
遊
し
て
在
り
潮
は
杢
城
を
打
っ
て
寂
莫
と
し
て
回
る
准
水
東
辺
旧
時
の
月
夜
深
く
し
て
還
た
女
摘
を
過
ぎ
て
来
る
(
四
部
叢
刊
本
『劉
夢
碍
文
集
』
巻
四
)
『劉
賓
客
文
集
』
(
四
部
備
委
本
)
巻
二
十
四
、
『全
唐
詩
』
巻
一一
一百
六
十
五
に
も
収
め
る
が
、
文
字
の
異
同
は
な
い
。
金
陵
は
南
京
の
古
称
、
石
頭
城
は
現
在
の
南
京
の
や
や
西
に
あ
っ
た
、
呉
の
孫
権
が
築
い
た
城
の
名
。
南
京
城
の
こ
と
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の
承
句
、
先
に
述
べ
た
、
白
居
易
に
賞
賛
さ
れ
た
と
い
う
句
の
、
「
潮
」
は
い
か
な
る
意
味
な
の
か
。
「
潮
」
の
字
義
を
普
通
に
考
え
れ
ば
、
あ
げ
し
お
・
み
ち
し
お
、
さ
し
ひ
き
す
る
海
水
な
ど
の
意
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
南
京
に
「
湖
」
が
さ
し
て
く
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
と
、
直
ち
に
そ
う
言
い
切
る
に
は
些
か
た
め
ら
わ
れ
る
。
い
ま
、
試
み
に
松
枝
茂
夫
氏
『中
国
名
詩
選
』
下
(
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
一
九
九
一
年
)
を
と
っ
て
み
る
と
、
山
々
は
今
な
お
古
都
を
取
り
巻
い
て
お
り
、
川
の
浪
は
人
気
の
な
い
城
壁
に
勢
い
よ
く
ぶ
つ
か
っ
て
は
、
寂
し
げ
に
返
っ
て
行
く
。
(
下
略
)
と
訳
し
て
あ
る
。
「
湖
」
を
「
川
の
浪
」
と
仰
附
し
て
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
は
私
も
こ
の
「
潮
」
は
川
の
波
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
そ
の
よ
う
に
記
し
た
こ
と
が
あ
る
が
(
松
浦
友
久
氏
・
田
口
『中
国
の
名
詩
鑑
賞
6
中
唐
』
〔
明
治
書
院
一
九
七
六
年
〕
)、
ど
う
も
気
持
ち
に
引
っ
か
か
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
少
し
く
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
一
こ
の
詩
の
、
こ
の
句
の
訳
と
し
て
は
、
手
近
な
と
こ
ろ
で
は
上
に
示
し
た
松
枝
氏
の
訳
が
あ
る
。
ま
た
、
『漢
詩
・
漢
文
解
釈
講
座
漢
詩
W
中
・
晩
唐
以
墜
(
昌
平
社
一
九
九
五
年
)
(
田
口
一編
、
劉
馬
錫
詩
は
山
西
明
氏
執
筆
山
も
川
の
波
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
劉
雨
錫
関
係
の
注
解
蓄
を
見
る
と
、
蒋
維
氏
ほ
か
『劉
馬
錫
詩
集
編
年
第
注
』
(山
東
大
学
出
版
社
一
九
九
七
年
)、
剛
健
腕
園
氏
『劉
関
錫
集
袋
詰
』
(上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
八
年
)
に
は
、
「
潮
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
に
す
る
に
あ
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
で
は
、
我
が
国
で
取
り
立
て
て
「
川
の
波
」
と
解
す
る
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
個
人
の
こ
と
で
い
え
ば
、
地
理
的
条
件
を
考
え
て
、
つ
ま
り
南
京
ま
で
は
悔
の
潮
は
さ
し
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
「
川
の
波
」
と
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
他
の
注
仰
貯
蓄
も
お
そ
ら
く
そ
う
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
こ
ろ
で
川
の
「
潮
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
私
な
ど
が
直
ち
に
思
い
浮
か
べ
る
唐
の
詩
句
が
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
句
の
解
釈
が
、
「
石
頭
城
」
詩
の
「
制
」
の
解
に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
掌
応
物
「
除
州
西
澗
」
詩
の
、
「
世帯
湖
帯
雨
晩
来
急
上
呑
湖
雨
を
帯
び
て
晩
来
急
な
り
l
」
と
い
う
句
で
あ
る
。
こ
の
「
春
湖
」
は
谷
川
の
水
と
解
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
今
、
手
近
の
訳
註
書
類
か
ら
例
を
挙
げ
て
み
る
。①
さ
き
に
降
っ
た
雨
水
を
合
せ
て
、
春
水
は
潮
の
如
く
急
に
水
か
さ
を
加
え
る
夕
ま
ぐ
れ、
(下
略
)
(内
田
泉
之
助
氏
罰
普
伺
詞
鑑
且
〔
明
治
書
院
一
九
五
六
年
〕
)
②
水
か
さ
を
ま
し
た
春
の
流
れ
は
雨
を
と
も
な
っ
て
、
日
の
暮
れ
行
く
ほ
ど
に
速
く
な
り
、
(
下
略
)(
村
上
哲
見
氏
『
三
体
詩
』一
[
朝
日
新
聞
社
文
庫
・
中
国
古
典
選
一
九
七
八
年
〕
)
③
春
さ
き
水
か
さ
を
増
し
た
川
の
水
は
雨
を
と
も
な
い
、
日
暮
れ
と
と
も
に
流
れ
が
は
や
く
な
っ
た
。
(下
略
)
(
松
枝
茂
夫
氏
『中
国
名
詩
選
」
下
)
ま
た
、
語
釈
と
訳
が
附
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
④
春
の
川
水
は
雨
を
添
え
て
/
流
れ
も
速
い
こ
の
タ
ぐ
れ
(
下
略
)
2 
春
の
水
。
文
字
ど
お
り
の
潮
と
解
す
る
必
要
は
な
い
。
(目
加
田
誠
氏
『庸
詩
三
百
首
』
下
〔
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
一
九
七
五
年
〕
)
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
「
春
潮
」
は
、
「
春
の
水
・
春
の
川
水
」
と
と
る
の
が
一
般
的
な
解
釈
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
中
で
も
、
や
や
変
わ
っ
た
印
象
の
解
が
あ
る
。
語
釈
だ
け
挙
げ
て
お
く
。
①
春
潮
春
に
水
か
さ
を
増
し
た
川
水
。
潮
は
、
み
な
ぎ
り
迫
っ
て
く
る
水
。
海
の
う
し
お
と
は
限
ら
な
い
。
(
田
部
井
文
枕
氏
『席
詩
三
百
首
詳
解
」
下
〔
大
修
皇
官
庖
一
九
九
O
年
〕
)
⑥
春
湖
春
の
(
水
か
さ
を
増
し
た
)
川
水
。
「湖
」
は
み
な
ぎ
り
迫
っ
て
く
る
水
。
海
の
う
し
お
と
は
限
ら
な
い
。
(矢
嶋
美
都
子
氏
・
宇
野
直
人
氏
『研
究
資
料
漢
文
学
第
五
巻
詩
凹
』
〔
矢
嶋
氏
執
釜
山
〔
明
治
書
院
一
九
九
三
年〕
)
こ
の
よ
う
に
明
記
し
て
あ
る
と
、
「
湖
」
の
字
義
と
し
て
「
み
な
ぎ
り
迫
っ
て
く
る
水
」
と
い
、
♀
思
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
、
諸
家
が
こ
の
詩
句
の
「
春
湖
」
を
「
春
の
水
・
春
の
川
水
」
と
解
さ
れ
る
の
は
、
あ
る
有
名
な
許
諾
の
彩
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
明
の
胡
応
麟
の
語
で
あ
る
。
胡
応
麟
は
、
宋
人
が
除
州
の
西
澗
に
春
湖
が
主
る
は
ず
は
な
い
と
言
っ
た
の
に
対
し
て
、
詩
人
が
感
興
に
従
っ
て
表
現
す
る
の
は
自
在
な
も
の
な
の
で
あ
り
、
一
々
の
文
字
に
拘
る
べ
き
で
は
な
い
、
廠
人
の
前
に
は
夢
を
説
き
難
い
、
と
論
じ
た
。
雪五
釈
春
潮
止年叶品川
州
が
「
春
潮
雨
を
帯
び
て
晩
来
急
な
り
。
野
渡
人
鉦
…
く
舟
自
づ
か
ら
横
た
は
る
」
。
宋
人
謂
ふ
、
除
州
の
西
澗
は
、
春
潮
絶
え
て
至
る
こ
と
能
は
ず
、
と
。
詩
人
の
興
に
遇
ひ
て
詞
を
造
る
、
大
は
則
ち
須
弥
、
小
は
則
ち
芥
子
な
る
を
知
ら
ず
。
寧
ぞ
此
れ
拘
拘
た
る
。
擬
人
の
前
、
政
に
自
づ
か
ら
夢
を
説
き
難
し
。
(『詩
薮
』
外
編
巻
四
)
内
回
・
目
加
回
両
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
家
が
鑑
賞
文
な
ど
で
こ
の
説
を
引
い
て
お
い
で
な
の
を
見
れ
ば
、
「
春
潮
」
を
、
必
ず
し
も
字
義
通
り
で
な
く
、
刊
川
応
麟
の
所
説
に
拠
っ
て
「
春
の
水
・春
の
川
水
」
と
解
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
潮
」
の
字
義
に
つ
い
て
改
め
て
確
か
め
て
お
き
た
い
。『
大
漢
和
辞
胤
わ
』
に
よ
れ
ば
、
一
う
し
ほ
。
し
ほ
。
(略)
二
そ
そ
ぐ
。
河
川
が
海
に
そ
そ
ぎ
入
る
。
(
略
)
一
さ
す
。
岡
高
水
が
渡
り
す
す
む
。
し
ほ
さ
す
。
〔
枚
乗
、
七
発
〕
海
水
上
潮
。
(以
下
、
略
)
と
あ
る
。
最
も
普
通
の
字
義
は
、
海
の
湖
の
意
で
あ
ろ
う
。
河
川
と
関
係
が
あ
り
そ
う
な
の
は
、
「
そ
そ
ぐ
。
河
川
が
海
に
そ
そ
ぎ
入
る
」
と
い
、
ユ
子
義
で
あ
る
が
、
「
潮
」
が
川
の
流
れ
そ
の
も
の
や
、
川
の
水
を
意
味
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
「
潮
源
」
と
い
う
熟
語
が
あ
り
、
川
流
の
み
な
も
と
。
〔
顔
延
之
、
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
左
関
二
巌
隆
¥
右
m
F
一削
減
一。
と
説
明
さ
れ
て
い
て
、
「
潮
」
が
「
川
流
」
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
顔
延
之
詩
の
用
例
か
ら
見
る
限
り
「
波
り
迫
っ
て
く
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
な
い
。
「
(
水
が
)
渡
る
」
と
い
、?
意
味
に
な
る
の
は
、
枚
釆
「
七
発
」
の
用
例
か
ら
見
て
も
、
明
ら
か
に
海
水
が
渡
る
の
で
あ
る
。
「潮
」
3 
に
字
義
と
し
て
「
渡
り
迫
っ
て
く
る
(川
の
)
水
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
言
い
切
る
の
は
、
お
そ
ら
く
困
難
で
あ
ろ
う
。
⑦
⑤
の
田
部
井
氏
・
矢
嶋
氏
の
語
釈
は
、
「
こ
の
場
合
は
」
と
い
う
限
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
略
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
春
潮
」
と
い
う
語
の
辞
書
的
な
意
味
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ふ
た
た
び
「大
漢
和
辞
迭
に
よ
っ
て
み
る
に
、
は
る
の
う
し
ほ
。
春
の
日
に
さ
し
て
く
る
湖
水
。
〔
抱
朴
子
〕
春
潮
漸
起
。
〔
王
勃
、
早
春
野
望
詩
〕
江
瞭
春
潮
目
、
山
長
腕
削
青
。
〔
王
昌
齢
、
送
一郭
司
倉
一詩
〕
明
月
随
一亙
抜
一、
春
潮
夜
夜
深
。
と
あ
る
。
や
は
り
、
春
の
日
の
(
海
の
)
う
し
お
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
用
例
を
見
る
と
、
王
勃
の
例
は
海
で
は
な
く
、
「
江
」
で
あ
る
。
王
昌
齢
の
例
は
『本
決
和
辞
些
の
引
用
か
ら
だ
け
で
は
、
海
か
否
か
断
言
で
き
な
い
。
後
に
改
め
て
検
討
す
る
と
し
て
、
ど
う
や
ら
春
の
(
海
の
)
潮
が
海
ば
か
り
で
な
く
、
「
江
」
に
は
さ
す
ら
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
で
は
、
唐
詩
に
お
い
て
、
「
春
潮
」
は
川
に
さ
す
の
か
。
考
え
て
わ
か
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
実
際
の
表
現
に
即
し
て
確
か
め
て
み
た
い
。
用
例
の
数
と
し
て
は
些
か
不
十
分
か
も
し
れ
な
い
が
、
『大
漢
和
辞
血
ハ
』
と
『侃
文
韻
府
』
に
よ
っ
て
、
唐
人
の
例
を
挙
げ
て
み
た
。
寧
応
物
の
「
粉
川
西
澗
」
は
除
い
て
、
六
首
あ
る
。
王
勃
の
「
早
春
野
望
」
、
王
昌
齢
の
「
送
郭
司
倉
」
も
こ
こ
に
加
え
た
。
こ
の
六
首
に
つ
い
て
、
詩
が
作
ら
れ
た
場
所
は
ど
こ
か
、
「
湖
」
は
海
に
さ
し
て
い
る
の
か
、
川
に
さ
し
て
い
る
の
か
、
ひ
と
わ
た
り
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、
訓
は
私
に
施
し
た
。
ま
ず
、
「+
ハ
漢
和
辞
胤
ハ
』
に
引
か
れ
て
い
る
王
勃
で
あ
る
。
江
蹴
春
潮
白
江
瞬
く
し
て
春
潮
白
く
山
長
腕
陥
青
山
長
く
し
て
暁
刷
青
し
(
王
勃
「
早
春
野
望
」
「
〈
王
座
室
己
巻
五
十
六
)
詩
の
本
文
だ
け
で
は
ど
こ
で
作
ら
れ
た
作
品
か
、
明
ら
か
で
な
い
。
語
文
郁
氏
空
ム
勃
詩
解
』
(
青
海
人
民
出
版
社
一
九
八
O
年
)
を
み
て
も
、
詳
し
い
制
作
事
情
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
い
っ
、
ど
こ
で
作
ら
れ
た
詩
か
、
遜
か
に
は
知
り
が
た
い
が
、
「
江
」
を
字
義
通
り
に
解
す
る
な
ら
ば
、
長
江
な
ど
、
南
方
の
大
き
な
川
の
景
色
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
湖
」
に
つ
い
て
は
、
話
氏
は
そ
の
ま
ま
「
潮
」
と
し
て
い
る
。
春
潮
平
島
興
春
湖
島
艇
に
平
ら
か
に
残
雨
隔
虹
腕
残
雨
虹
脱
を
隔
つ
(丘
為
「
登
潤
州
城
」
『全
唐
註
巻
一
百
一
干
九
)
詩
題
を
見
る
に
、
潤
州
H
江
蘇
省
鎮
江
市
で
の
作
で
あ
る
。
そ
の
城
楼
か
ら
眺
め
た
景
色
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
春
潮
」
は
長
江
に
さ
し
て
い
る
潮
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
『大
一漢
和
辞
地
ハ
』
に
引
か
れ
る
、
王
昌
怖
の
詩
を
見
ょ
う
。
こ
れ
は
一
首
全
体
を
挙
げ
る
。
映
門
准
水
緑
留
騎
主
人
心
明
月
随
良
橡
春
潮
夜
夜
深
4 
李
国
勝
氏
門
に
映
じ
て
准
水
線
な
り
騎
を
留
む
主
人
の
心
明
月
良
縁
に
随
ひ
春
潮
夜
夜
深
し
(
王
昌
齢
「
送
卦
同
一
倉
」
『全
庸
詩
』
巻
一
百
四
十
一
)
空
吉
田
齢
詩
校
注
』
(
文
史
折
口
出
版
社
一
九
七
一
年
)
、
李
雲一
逸
氏
『
王
昌
齢
存
在
』
(上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
四
年
)
に
は
、
制
作
時
期
、
制
作
場
所
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
第
一
句
か
ら
准
水
の
近
く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
江
寧
県
H
H
江
蘇
省
南
京
市
の
丞
で
あ
っ
た
時
の
作
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
こ
れ
は
准
水
に
春
湖
が
さ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
海
で
は
な
く
、
海
に
連
な
る
大
河
(
現
代
と
違
っ
て
、
唐
代
に
は
准
水
は
海
に
通
じ
て
い
た
)
に
さ
し
て
い
る
潮
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
胡
問
涛
・
羅
琴
氏
空
昌
齢
集
編
年
校
仕
草
(
巴
萄
書
社
二
0
0
0年
)
は
、
王
昌
齢
が
至
徳
二
載
(七
五
七
)、
濠
州
刺
史
で
あ
っ
た
悶
丘
晩
に
殺
さ
れ
た
と
考
え
、
こ
の
詩
を
至
徳
二
載
に
濠
川
(
{
女
懲
官
)
で
作
ら
れ
た
も
の
か
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
で
も
潮
は
准
水
に
き
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
海
に
連
な
る
大
河
に
潮
が
さ
す
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
斜
日
背
郷
樹
斜
日
郷
樹
に
背
き
春
潮
迎
客
船
春
湖
客
船
を
迎
ふ
(銭
起
「
送
沈
少
府
還
江
寧
」
「人
王
唐
詩
』
巻
二
百
一
十
七
)
右
の
詩
に
つ
い
て
も
丘
為
詩
と
同
線
の
こ
と
が
言
え
る
。
江
寧
に
帰
る
沈
某
の
来
っ
た
船
を
迎
え
る
春
潮
は
、
長
江
に
さ
す
湖
で
あ
ろ
う
。
逮
寺
吐
朱
間
遠
寺
朱
閣
を
吐
き
春
潮
浮
緑
煙
春
潮
緑
煙
を
浮
か
ぶ
(
顧
況
「
寄
上
兵
部
韓
侍
郎
奉
呈
李
戸
部
慮
刑
部
杜
三
侍
郎
」
「全
唐
詩
』
巻
二
百
六
十
四
)
こ
の
詩
の
制
作
事
情
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
王
啓
輿
・
張
虹
氏
ヨ殿
況
詩
注
』
(上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
四
年
)
で
は、
作
者
が
貞
元
年
間
、
鏡
州
H
江
西
省
波
陽
市
に
左
遷
さ
れ
て
以
後
の
作
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
て
、
そ
れ
以
上
の
詳
し
い
考
証
は
な
い
。
こ
の
推
定
に
従
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
の
「
春
潮
」
は
、
九
江
あ
た
り
の
長
江
に
さ
す
潮
か
、
波
陽
湖
の
潮
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
柳
堤
惜
別
春
制
落
柳
堤
に
別
れ
を
惜
し
め
ば
春
湖
落
ち
花
樹
留
歓
夜
漏
分
花
樹
に
歓
を
留
む
れ
ば
夜
漏
分
る
(許
浮
「
瓜
洲
留
別
李
初
」
『
〈
毒
恒
叶
持
』
巻
五
百
一
一
一
十
五
)
瓜
洲
は
江
蘇
省
江
都
県
の
南
に
あ
っ
た
鎮
の
名
で
あ
る
。
揚
州
市
の
近
く
に
位
置
し
、
揚
子
江
に
接
す
る
。
丘
為
・
王
回
目
齢
・
銭
起
の
詩
と
同
様
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
唐
人
の
用
例
か
ら
推
測
す
る
に
、
春
の
、
鎮
江
、
揚
子
鏡
、
南
京
な
ど
長
江
下
流
域、
あ
る
い
は
准
水
に
さ
す
潮
を
「
春
潮
」
と
言
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
意
応
物
「
松
川
西
側
」
の
、
絵
州
郊
外
の
小
さ
な
川
の
流
れ
に
つ
い
て
「
春
潮
」
と
い
っ
て
い
る
ほ
う
が
例
外
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
「
春
」
の
「
江
」
に
流
れ
て
い
る
「
潮
」
と
い
う
こ
と
で
思
い
浮
か
べ
る
有
名
な
詩
が
、
も
う
一
首
あ
る
。
繋
右
鹿
「
春
江
花
月
夜
」
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
、
春
江
湖
水
連
海
平
海
上
明
月
北
ハ
湖
生
5 
海
に
連
な
っ
て
平
ら
か
な
り
潮
と
共
に
生
ず
(『全
唐
詩
』
巻
一
百
十
七
)
と
あ
る
。
こ
の
二
句
に
関
し
て
は
、
「
長
江
に
渡
る
春
の
潮
」
と
い
う
解
で
前
野
市
昭
氏
『唐
詩
…
謹
(
岩
波
文
庫
一
九
六
一
年
)
・
目
加
田
誠
氏
『唐
詰
謹
(
明
治
鈴
鹿
一
九
六
四
年
)
・
内
田
泉
之
助
氏
罪
選
唐
詩
鑑
基
・
松
枝
茂
夫
氏
『中
国
名
詩
選
』
(中
)
な
ど
、
諸
家
の
解
釈
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
詩
は
南
初
系
の
楽
府
詩
で
あ
る
か
ら
、
南
京
あ
た
り
を
舞
台
と
し
春
江
の
潮
水
海
上
の
明
月
て
想
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
「
春
の
潮
」
が
南
京
あ
た
り
の
「
長
江
」
に
液
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
で
は
、
な
ぜ
「
粉
州
西
側
」
詩
で
「
春
潮
」
と
言
っ
た
の
か
。
上
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
春
潮
」
の
語
は
、
春
の
長
江
下
流
域
、
も
し
く
は
滋
水
の
景
を
い
う
語
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
除
州
の
西
の
谷
川
に
は
相
応
し
か
ら
ぬ
語
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
な
ぜ
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
所
詮
想
像
に
す
ぎ
ぬ
し
、
話
の
木
筋
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
二
応
そ
の
理
由
を
考
え
て
お
こ
う
。
一
つ
は
意
味
上
の
理
由
で
あ
る
。
前
に
挙
げ
た
内
田
泉
之
助
氏
『新
選
臨
室
付
鑑
賞
』
の
通
釈
に
、
春
水
は
潮
の
如
く
急
に
水
か
さ
を
加
、
え
る
夕
ま
ぐ
れ
、
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
春
の
潮」
を
滋
れ
ん
ば
か
り
に
渡
り
迫
る
春
の
急
流
の
特
織
と
し
て
用
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
他
の
諸
家
の
解
釈
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ま
一
つ
は
、
詩
の
形
式
上
の
理
由
で
あ
る
。
「
粉
川
西
澗
」
詩
は
七
言
絶
句
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
当
然
近
体
詩
と
し
て
の
平
灰
式
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
い
ま
、
「
砂
川
西
澗
」
詩
の
平
灰
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。
圭
字
を
O
、
ETτ
・
、
市
丁
字
の
韻
字
を
@
で
示
す
。
独
憐
幽
草
澗
辺
生
・
o
o
-
-
0
0
上
有
黄
蹴
深
樹
鳴
・
・
0
0
0・
0
春
潮
帯
雨
晩
来
急
O
o
-
-
-
0
・
野
渡
無
人
舟
自
横
・
・
0
0
0・
0
七
言
の
近
体
詩
に
は
、
二
四
不
向
、
二
六
対
と
い
っ
て
、
一
句
の
中
で
第
二
字
自
と
第
四
字
自
の
平
灰
は
逆
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
則
と
、
第
二
宇
目
と
第
六
字
自
の
平
灰
は
同
じ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
則
が
あ
る
。
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
第
三
句
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
二
字
自
の
「
湖
」
は
平
字
、
第
四
字
自
の
「
雨
」
は
灰
字
、
第
六
字
目
の
「
来
」
は
平
字
で
、
二
回
不
問
、
二
六
対
の
規
則
は
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
春
の
川
の
増
水
を
い
う
語
と
し
て
は
「
春
水
」
が
最
も
普
通
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
春
水
」
の
「
水
」
は
灰
字
で
あ
り
、
平
灰
式
に
あ
わ
せ
て
考
え
る
限
り
、
こ
の
第
三
句
の
二
字
目
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
問
題
を
避
け
る
た
め
に
、
絶
句
や
律
詩
な
ど
近
体
詩
に
お
い
て
は
、
平
灰
が
整
う
よ
う
に
誌
記
聞
を
言
い
換
え
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
詩
に
あ
っ
て
も
そ
の
た
め
に
「
春
水
」
の
代
わ
り
に
「
春
潮
」
を
用
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
さ
ほ
ど
重
大
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
「
春
流
」
と
い
う
「
平
平
」
に
な
る
詩
語
も
あ
り
、
「
春
湖
」
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
詩
向
体
、
二
四
不
問
、
二
六
対
は
守
ら
れ
て
い
る
が
、
一
首
全
体
と
し
て
完
全
に
平
灰
式
に
か
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
失
粘
の
詩
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
詩
、
一
句
ご
と
の
平
灰
は
大
体
規
則
通
り
だ
が
、
第
二
句
の
第
二
、
四
、
六
字
が
灰
平
灰
と
な
っ
て
い
る
か
ら
第
三
句
も
同
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
だ
が
逆
に
平
灰
平
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
失
粘
の
絶
句
で
あ
る
。
(
村
上
哲
見
『三
体
詩
』
一
)
村
上
氏
の
指
摘
を
理
解
す
る
一
助
に
、
七
言
絶
句
平
起
式
の
平
灰
式
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
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第
三
句
と
第
四
句
の
平
灰
配
置
を
見
れ
ば
、
村
上
氏
の
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
「
砂
川
西
澗
」
詩
が
完
全
に
平
灰
式
に
か
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
五
さ
て
、
「
春
湖
」
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
だ
け
で
、
す
で
に
南
京
の
あ
た
り
で
は
長
江
に
潮
が
さ
し
て
い
る
と
い
う
見
当
が
ほ
ぼ
つ
い
て
し
ま
っ
て
、
初
め
の
劉
田
内
錫
「
石
頭
城
」
の
解
釈
も
あ
ら
か
た
結
論
が
で
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
念
の
た
め
に
確
か
め
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
唐
人
が
長
江
に
潮
が
さ
す
、
潮
が
長
江
を
遡
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
「
春
潮
」
の
用
例
を
検
討
し
た
だ
け
で
見
通
し
が
つ
い
た
。
そ
れ
で
は
唐
人
は
、
「
春
潮
」
以
外
に
一
般
的
に
潮
が
長
江
を
遡
る
と
考
え
て
い
た
の
か
。
遡
る
と
し
た
ら
、
ど
の
辺
ま
で
遡
る
と
考
え
て
い
た
の
か
。
比
一子
無
理
な
願
望
な
が
ら
、
戸
口
人
の
考
え
方
、
感
じ
方
に
で
き
る
だ
け
近
づ
き
た
い
と
思
い
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
く
の
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
先
人
の
考
証
が
あ
る
。
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
の
は
、
白
居
易
「
送
客
之
湖
南
(
客
の
湖
南
に
之
く
を
送
る
)」
詩
に
関
す
る
、
岡
村
繁
氏
『白
氏
文
集
』一
一
(明
治
書
院
一
九
八
八
年
)
の
注
解
で
あ
る
。
詩
は
全
文
を
引
い
て
お
く
。
年
年
漸
見
南
方
物
年
年
漸
く
見
る
南
方
の
物
事
事
堪
傷
北
客
情
事
事
傷
む
に
堪
え
た
り
北
客
の
情
山
鬼
趨
跳
唯
一
足
山
鬼
越
跳
唯
だ
一
足
峡
猿
哀
怨
過
三
声
峡
猿
哀
怨
三
声
を
過
ぐ
帆
開
青
草
湖
中
去
帆
開
い
て
青
草
湖
中
に
去
り
衣
混
黄
一
梅
雨
義
行
衣
湿
う
て
昔
稀
市
装
に
行
く
別
後
双
九
四
一
肌
定
寄
別
後
双
魚
定
め
て
寄
せ
郊
か
ら
ん
近
来
潮
不
到
控
城
近
来
潮
山
広
域
に
す
ら
到
ら
ず
こ
の
「
別
後
・
近
来
」
の
二
句
に
対
す
る
通
釈
に
、
別
れ
て
後
、
鯉
魚
に
託
し
て
手
紙
を
き
ち
ん
と
寄
せ
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
近
頃
長
江
の
海
湖
は
、
君
の
行
く
湖
南
か
ら
こ
の
九
江
ま
で
す
ら
測
っ
て
来
な
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
。
と
あ
り
、
語
釈
に
は
、
O
双
魚
双
の
器
…
。
手
紙
、
書
簡
を
い
う
。
(下
略
)
O定
寄
確
実
に
寄
せ
る
o
O
詮
城
江
西
省
九
江
市
西
郊
の
地
名
。
O
別
後
双
魚
難
定
寄
・
近
来
潮
不
到
壁
城
海
潮
は
洞
庭
湖
青
草
湖
か
ら
江
川
ま
で
湖
っ
て
来
な
い
の
で
、
海
潮
に
託
し
て
鯉
魚
の
書
簡
を
届
け
る
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
。
津
阪
孝
締
『孜
航
詩
話
』
巻
一
に
考
証
す
る
。
『全
唐
此
己
巻
二
四
二
、
張
継
の
「
泰
寄
自
主甫
補
閥
」
詩
に
「
潮
は
海
防
に
至
り
て
回
去
す
」
と
。
ま
た
『全
唐
昔
前
」
巻
二
六
回
、
顧
況
の
「
題
葉
道
士
山
房
」
詩
に
「
得
陽
江
上
、
潮
通
ぜ
ず
」
と
。
と
あ
る
。
こ
の
通
釈
・
語
釈
に
、
海
湖
が
「
湖
南
か
ら
九
江
ま
で
測
っ
て
こ
な
い
」
「洞
庭
湖
青
草
湖
か
ら
江
川
ま
で
測
っ
て
こ
な
い
」
と
い
う
の
は
、
こ
こ
に
引
用
し
て
い
る
張
継
「
奉
答
皇
甫
補
閥
」
詩
の
句
、
「
潮
は
瀞
陽
に
至
り
て
回
去
す
」
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
単
な
る
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
。
地
理
を
考
7 
え
て
も
海
か
ら
江
川
(
九
江
)
・
薄
陽
に
遡
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
念
の
た
め
張
継
の
「
奉
寄
皇
甫
補
閥
」
詩
を
見
て
お
こ
う
。
全
文
は
左
の
如
き
六
言
詩
で
あ
る
。
訓
は
私
に
施
し
て
お
く
。
京
口
情
人
別
久
京
口
の
情
人
別
れ
て
久
し
揚
州
佑
客
来
疏
揚
州
の
債
客
来
る
こ
と
疏
な
り
潮
至
需
陽
回
去
湖
は
海
防
に
至
り
て
回
去
す
相
思
無
処
通
番
相
ひ
恩
ふ
も
処
と
し
て
蓄
を
通
ず
る
無
し
こ
の
詩
は
題
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
主
用
補
閥
H
白
芸
用
舟
に
寄
せ
た
詩
で
あ
り
、
自
芸
用
舟
に
「
酬
張
継
」
と
い
う
酬
答
の
詩
が
あ
っ
て
、
序
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
い
そ
ん
え
さ
つ
つ
撚
孫
は
余
の
旧
好
な
り
。
役
を
武
昌
に
祇
し
み
、
六
言
詩
を
柾
げ
て
懐
は
る
。
今
七
言
を
以
て
裁
し
答
ふ
。
云
々
。(「〈孟
a
E
巻
二
百
五
十
)
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
張
継
(
殻
孫
は
そ
の
字
)
が
公
用
で
武
畠
(湖
北
省
武
漢
市
)
に
赴
任
し
、
皇
甫
舟
を
思
っ
て
六
言
詩
を
作
っ
て
贈
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
皇
甫
舟
の
酬
答
の
詩
を
見
れ
ば
、
皇
甫
向
は
潤
州
(
江
蘇
省
鎮
江
)
に
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
後
に
引
く
)
。
と
す
れ
ば
、
張
継
詩
の
2
尽
口
(
銭
江
附
近
)
の
情
人
」
「
揚
州
の
佑
客
」
は
皇
甫
再
を
さ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
第
三
・
四
句
は
、
潮
が
皇
甫
再
の
い
る
鎮
江
・
揚
州
あ
た
り
か
ら
た
よ
り
を
運
ん
で
く
れ
る
か
と
思
っ
た
が
、
海
陽
に
至
っ
て
も
ど
っ
て
し
ま
い
、
武
漢
ま
で
は
来
て
く
れ
な
い
(
だ
か
ら
た
よ
り
を
伝
え
て
く
れ
な
い
て
と
い
う
嘆
き
を
う
た
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
張
継
の
詩
に
答
え
た
の
が
自
室主
用
再
の
「
酬
張
継
」
詩
で
、
右
に
序
を
引
い
た
が
、
本
文
に
も
長
江
の
潮
の
さ
し
ひ
き
を
う
た
っ
て
い
る
。
す
で
に
村
上
氏
空
孫
註
一
に
解
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
く
。
酬
張
継
張
継
に
酬
ゆ
恨
切
歪
問
徐
登
北
岡
南
徐
を
恨
望
し
て
北
国
に
登
る
退
進
西
塞
限
東
関
遁
透
た
る
西
塞
東
関
を
限
る
落
日
臨
川
問
音
信
落
日
川
に
臨
ん
で
音
信
を
問
へ
ば
寒
潮
惟
市
夕
陽
逮
寒
潮
惟
だ
夕
陽
を
帯
び
て
還
る
「
南
徐
」
は
す
な
わ
ち
潤
州
、
い
ま
の
江
蘇
省
鎮
江
。
「北
国
」
は
潤
川
の
北
に
あ
り
、
長
江
に
臨
む
山
の
名
。
「
西
塞
」
は
武
昌
(
湖
北
省
武
漢
市
)
の
近
く
に
あ
る
、
や
は
り
長
江
に
臨
む
山
の
名
。
(
略
)
「
東
関
」
は
潤
州
よ
り
約
百
キ
ロ
長
江
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
、
{
京
雄
官
蕪
湖
の
西
北
に
あ
る
山
の
名
。
後
半
二
句
は
、
E
K江
は
か
な
り
上
流
ま
で
梅
の
湖
が
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
の
で
(
前
出
、
願
況
「
業
道
士
山
一房
」
詩
の
注
参
照
、
一
八
五
ペ
ー
ジ
)
、
そ
の
湖
が
武
昌
ま
で
い
っ
て
た
よ
内
手
』
も
ち
か
え
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、
何
も
も
っ
て
来
て
は
く
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。
こ
の
解
釈
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
白
「長
閉
由
什
は
こ
の
詩
を
作
っ
た
と
き
に
は
潤
州
に
お
り
、
張
継
の
詩
に
あ
わ
せ
て
、
長
江
の
潮
の
さ
し
ひ
き
に
託
し
て
武
畠
に
た
よ
り
を
伝
え
た
い
の
に
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
、
と
う
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
村
上
氏
が
前
出
と
し
て
掲
げ
て
お
い
で
の
顧
況
コ
警
旭
士
山
房
」
詩
は
、
岡
村
氏
が
引
用
さ
れ
た
「
題
業
道
士
山
房
」
詩
で
あ
る
。
い
ま
、
参
考
の
た
め
に
、
「
題
葉
道
士
山
房
」
詩
の
注
解
を
見
て
お
こ
う
。
題
と
詩
の
訓
は
村
上
氏
『三
体
詩
』
一
の
形
に
従
う
。
業
道
士
山
房
葉
道
士
が
山
房
水
辺
楊
柳
赤
棚
橋
水
辺
の
楊
柳
赤
欄
の
橋
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洞
裏
神
仙
碧
玉
箭
近
得
麻
姑
書
信
否
痔
陽
江
上
潮
不
通
こ
の
解
に
、
末
句
、
「
湾
問
防
」
は
い
ま
の
江
西
省
九
江
市
。
白
居
易
の
「
琵
琶
行
」
に
も
「
潜
陽
江
頭
夜
客
を
送
る
」
の
句
が
あ
る
よ
う
に
、
長
江
の
こ
の
あ
た
り
を
「
南
陽
江
」
と
呼
ぶ
ら
し
い
。
海
の
湖
は
こ
の
附
近
ま
で
長
江
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
逆
に
用
い
て
、
潮
が
来
な
い
よ
う
だ
が
(
そ
れ
で
も
た
よ
り
は
来
ま
す
か
)
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
長
江
の
湖
が
海
防
H
江
西
省
九
江
市
ま
で
は
遡
っ
て
く
る
、
と
い
う
前
提
で
詩
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
村
上
氏
・
岡
村
氏
(
ま
た
、
津
阪
孝
縛
も
)
は
、
と
も
に
長
江
の
湖
が
浮
陽
H
九
江
ま
で
遡
る
と
い
う
、
当
時
の
通
念
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
人
は
長
江
の
潮
が
現
在
の
江
西
省
九
江
市
に
ま
で
遡
る
と
考
え
て
い
た
と
す
る
と
、
「
春
潮
」
の
用
例
を
検
討
し
た
と
き
の
詩
句
で
、
鎮
江
、
瓜
洲
(
揚
子
鎮
)
、
南
京
あ
た
り
に
潮
が
さ
し
て
い
る
と
う
た
う
の
は
、
ご
く
当
然
の
表
現
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
顧
況
「
寄
上
兵
部
税
侍
郎
奉
呈
李
戸
部
底
刑
部
社
一
侍
郎
」
詩
に
つ
い
て
も
、
こ
の
詩
が
銭
州
H
江
西
省
波
陽
市
で
作
ら
れ
、
九
江
あ
た
り
の
長
江
に
さ
す
潮
か
、
波
陽
湖
の
湖
を
「
春
湖
」
と
表
現
し
た
の
だ
と
し
て
も
、
潮
が
遡
る
、
ぎ
り
ぎ
り
の
上
限
に
収
ま
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
-、、
一ノ
そ
こ
で
、
初
め
の
劉
爵
錫
の
う
た
っ
た
石
頭
城
の
潮
で
あ
る
。
洞
裏
の
神
仙
碧
玉
の
新
近
ご
ろ
麻
姑
の
書
信
を
得
る
や
否
や
海
陽
江
上
潮
を
通
ぜ
ず
右
に
述
べ
た
と
お
り
、
唐
人
が
(
「
春
潮
」
ば
か
り
で
な
く
)
海
の
潮
が
九
江
あ
た
り
ま
で
長
江
を
遡
る
と
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
石
頭
城
に
打
ち
寄
せ
る
潮
も
「
川
の
波
」
と
解
す
る
必
要
は
な
く
、
長
江
に
さ
し
て
く
る
海
の
潮
だ
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
特
に
「
石
頭
城
」
詩
を
含
む
「
金
陵
五
題
」
が
、
序
に
い
う
如
く
、
会
本
/く
し
て
江
南
に
客
た
り。
而
し
て
未
だ
株
陵
(
南
京
)
に
遊
ば
ず
。
嘗
に
1泊
恨
有
り
。
後
歴
陽
の
守
と
為
り
、
政
し
て
之
を
望
む
。
適
ま
客
い
う
じ
〈
つ
有
り
、
金
陵
五
題
を
以
て
相
ひ
示
す
。
迫
爾
と
し
て
思
ひ
を
生
じ
、
数
然
と
し
て
得
る
有
り
。
云
々
。
と
い
う
制
作
事
情
で
作
ら
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
実
景
の
描
写
で
は
な
く
、
一
種
の
題
詠
の
よ
う
な
作
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
な
お
さ
ら
、
唐
人
の
通
念
、
長
江
に
は
九
江
あ
た
り
ま
で
潮
が
遡
る
と
い
う
通
念
に
も
と
づ
い
て
う
た
っ
た
表
現
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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(二
O
O
一
・
一
・
二
一
二
)
補
本
稿
は
二
O
O
O年
六
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
、
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
同
子
会
二
0
0
0年
昨
広
大
会
に
お
い
て
行
っ
た
「
漢
詩
を
読
ん
で
思
う
こ
と
|
教
材
理
解
の
た
め
に
」
と
い
、
っ
講
演
を
、
詩
句
の
解
釈
論
と
し
て
ま
と
め
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。
塾
向
山
と
論
考
と
、
二
度
に
わ
た
っ
て
発
表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
早
稲
田
大
学
国
語
塾
育
円
子
会
に
対
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。(
鶴
見
大
学
)
